
小林 信吾　(こばやし しんご）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2011/4-2013/3）�
�
長野こどもPICUでのいい思い出�
一般小児科の業務をしているだけでは、なかなか多くを経験でき
ない疾患や手技の習得を短期集中して勉強できるいい機会でした。
特に搬送が好きです。緊張しましたが、勉強になりました。�
�
今後の抱負�
元気に仕事する�

Fellowship:	Class	of	2013	

田畑 雄一　(たばた ゆういち）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2012/5-2013/3）�
�
長野こどもPICUでのいい思い出�
出会い�
�
今後の抱負�
コツコツすること�



Fellowship:	Class	of	2014	

中島 発史（なかじま はつし）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2012/4-2014/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
自分自身を知ることができたこと�
�
将来の夢�
医者(まっとうな)、海が見えてかつトレーニングルームと
音楽スタジオのある家に住む(老後)�
�

藤原 郁子(ふじわら いくこ）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2011/4-2014/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
様々な症例を経験できたこと�
全国から来た同じ志を持った先生とたくさん出会えたこと�
�
将来の夢�
いつか世界中を旅すること。�



Fellowship:	Class	of	2015	

本間　仁(ほんま ひとし）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2012/1-2015/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
重症患児の管理のみならず、搬送のノウハウも学べるところ�
�
将来の夢�
皆から慕われる医者になること�

Honma	Award	
Class	2015	

本間先生に敬意を表して、「もっとも患者を診療した医師」
に対して送られる賞として制定されました。�

横川　真理(よこかわ まり）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2014/4-2015/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
多くの熱心なスタッフの方々と出会い、一緒に仕事ができること。�
�
将来の夢�
重症管理ができる小児科医になる、全国を旅する�



Fellowship:	Class	of	2016	

天笠　俊介(あまがさ　しゅんすけ）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2014/4-2016/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
仲の良い仲間・先輩方と協力して重症小児の診療ができること�
�
将来の夢�
重症小児・その御家族の役に立つこと�
立派な小児救急医になり、重症小児を診れる小児科医・救急医を
増やすこと�

Honma	Award	
Class	2016	

「もっとも患者を診療した医師 本間賞」を受賞しました。�

染谷　真紀 (そめや　まき）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2015/4-2016/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
あったかくもきびしくこどものためにがんばれること�
�
将来の夢�
こども誠実に向き合う、急性期よりの小児科医�

宮本　和 (みやもと　あい）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2014/10-2016/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
みんな勉強熱心でプロ意識が強いところ�
気軽に相談できるアットホームな環境・関係性�
�
将来の夢�
現場の第一線で健康に働いていたい�



Fellowship:	Class	of	2017	

前澤　身江子 (まえざわ　みえこ）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2016/4-2017/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
熱心なスタッフの方々と出会い、チームで診療できたこと。�
各診療科の垣根が低く、内科疾患だけでなく外科疾患について
も学べたこと。ICUでの重症管理だけではなく、搬送と初期対
応についても学べたこと。�
�
将来の夢�
重症管理ができる小児科医になる。�
循環器疾患の診断、術前術後管理ができるようになる。�

百木　恒太(ももき　こうだい）�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2016/4-2017/3）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
心疾患術後管理とPICUの立場から循環器チームと向き合えました。�
能動的に考える力を養えました。また、胎児エコーを集中的に勉強
させていただいて現在に生かせております。�
�
将来の夢�
より正確な診断と治療を行う技術を磨き、心疾患の患者を助けてい
きたいです。�



赤嶺 陽子（あかみね ようこ）�
�
卒業大学（年度）�
平成14年　大阪市立大学医学部�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2008-13年）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
たくさんの患者さん、家族、スタッフと関わりを持てたこと。
小児科医として多くを学べたこと�
�
将来の夢�
医者業を続けられること、長生き（手相で生命線が極端に短
いため、心配。）�

Great	Contributors	

笠井正志（かさいまさし）�
�
卒業大学（年度）�
平成10年　富山医科薬科大学医学部　�
�
職歴�
長野県立こども病院　PICU勤務（2004-09, 2013-15年）�
�
このPICUで働いて良かったこと�
こども達のために骨身を惜しまず働く意識が高く、お互いにサポートし
合える非常によい雰囲気がある。�
�
将来の夢�
早期リタイヤすること。まだ無理だから、それまでは日本に小児重症診
療と感染症診療の良き文化を創りの一翼を担うこと。そのために良い小
児科医を育成し、小児診療を愉快なものにすること。�



Ex-Director	/	Contributors	

松井彦郎（まついひころう）�
�

卒業大学（年度）�

平成7年　名古屋市立大学医学部�

平成24年　Imperial College London, Ph.D.　�

�

職歴�

長野県立こども病院　PICU勤務（2011-17年）�

現、東京大学医学部小児科講師、東京大学病院PICU主任、胎児心臓学主任�

�

このPICUで働いて良かったこと�

仲間と一緒に働けたこと。自分か成長させてもらったこと。ドクターが成長したこ

と。看護師さんが成長したこと。患者数が右肩上がりで増えたこと。集約化がほぼ

出来上がったこと。長野県をまとめられたこと。様々な英語論文が書けたこと。増

床できたこと。視野を広げられたこと。�

�

仲間に対するメッセージ�

あとは任せた。�

�

将来の夢�

かっこよくなりたい。憧れてきた人達に追いつきたい。家族に負けずに頑張りたい。�

そしてピンピンコロリ。�


